
 

ピンチをチャンスに変えよう 
いよいよ新学期が始まり三木高生としてのスタートをきろうという時期に、学校に来られない事態に

なってしまいました。もちろん今は自分や周囲の人々の命を守ることが最優先ですが、この期間にしっ
かりと自分が将来したいこと、学びたいことを考え、また、自分の学力を客観的に把握し、自分の生活や
勉強に対する姿勢を問い直してみましょう。学校でみんなと勉強し、部活動に励むことができないピン
チを、「自ら考え行動する力を持った三木高生」になるためのチャンスにしましょう。 

 

【大学受験までの３年間と大学受験の意味】 
 １・２年の時期に自分の本当にやりたいこと、したい仕事についてしっかりと考え、高校３年生の３月
まで粘って自分の力を最大限に伸ばし、勝ち取った大学こそが、自分の進むべき大学 
です。大学受験を単につらいもの、大学に受かりさえすればよいものと考えるので 
はなく、自分の人生について真剣に考え、学力だけでなく精神力を鍛える最高の機会 
であり、今後の皆さんの人生をより豊かにするためのものだと前向きに捉えて下さい。 
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郷土の学府 ～進路通信第 1学年～ 

 

 

 

令和 2年 4月 16日 

三木高等学校 進路指導部 

中学生から高

校生の勉強方

法に切り替え

るために家庭

学習の習慣を

つけよう。 

７月の講演

会などを参

考に、自分の

進路をしっ

かり見据え

た上で、秋の

文理選択※

に臨もう。 

オープンキ

ャンパスに

も参加しよ

う。 

本当にやりたいこと、した

い仕事を考えて、早めに目

標を設定することが一番

大事!! 

初心に戻り、「基本事項

の習得」と「学習習慣の

定着」が出来ているか

を再確認。 

部活動と勉強の両立を

はかることも最大の課

題。 

安易に志望を下げた

り、早く決めようと焦

ったりせず、自分の力

を客観的に把握し、目

標に到達するために

するべきことを実践

しよう。 

部活動や行事に取り組むのはもちろ

ん、資格の取得、ボランティアや各大

学の主催する講演会、講義など興味あ

ることにはチャレンジしよう。1～2年

の間にどれだけ自分の内面を充実さ

せ、自己アピールできる強みを伸ばす

かが重要。   

そこから自分の進路 

が開けることもあ 

る。 

基礎力養成期① 基礎力養成期② 基礎力徹底期 応用力強化期 

 

国公立後期試

験、私立３月

入試まで、と

ことん粘る!! 

1 月
16・ 
17日 
共 通
テ ス
ト 

３年の夏あたりまではなかなか努力し

ても模試成績に反映せずくじける人も

多いが、夏の努力は秋以降実る。現役生

は秋から冬にかけて、更には入試を経

験しながら伸び続ける。 

受験生

０学期

のスタ

ート 

 

だんだん、成果がでるまでの「溜め

（スランプ）」が長くなるが、その

時期を乗り越えると「飛躍」が。 
 

低学年は、やればすぐ結果がついて
くる。結果が出れば、勉強も面白く
なるはず。 

オープン

キャンパ

スでモチ

ベーショ

ンをあげ

よう! 

※文理選択 

→自分が進学す

る大学 



【今、是非取り組むべきこと】…「自ら考え行動する力」をつける… 
 
下記Ⅰ～Ⅲのそれぞれの項目についてチェックしてみて下さい。これらは高校生活を有意義に送るための必

須事項です。中学時代の自分を振り返り、チェックの入らない項目、つまり、できなかったことを確認した上
で、なぜできなかったのか、どうすればできるようになるのかを考えてみて下さい。 
 
Ⅰ 生活を見直す 7つのチェック 
 
□これまで欠席・遅刻をしなかった。 
□提出物の期限を守ることができる。 
□社会・学校のルールを 
守ることができる。 

□学校行事には積極的に 
参加した。 

□部活動を頑張ってきた。 
□素直である。 
□何事にも努力を惜しまない。 
 
 
 
Ⅱ 学習への取り組みを見直す 7つのチェック 
 
□塾に頼らず、自分で家庭学習をする習慣が身につい 
ている。 

□提出物、宿題はしっかり理解しながら取り組む。 
□授業の予習、復習は欠かさない。 
□定期テストや実力テストの復習は必ずする。 
□授業でわからないことは先生に質問する。 
□授業で興味を持ったことは自分でも調べる。 
□毎日、新聞を読んでいる。(ニュースをきいている。) 
 
 
 
Ⅲ 進路について 4つのチェック 
 
□自分の長所や個性を把握している。 
□自分が何に興味・関心を抱いているか把握している。 
□学びたい学問分野がはっきりしている。 
□将来の夢(就きたい仕事)がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「①②の実現のために伸ばすべき長

所・取るべき資格など」 

②「大学で学びたいこと」 

マ①「将来の夢…どんな仕事をした

いか。どんな人間になりたいか」 

① 遠い将来 10～20年後  

②近い将来 3年後 

③高校 3年間 

④これまでの自分 

★将来の夢を考え始める 
 
高校は自分の進むべき道を探すスタート地点で

あり、夢を育み、実現に向けての第一歩を踏み出す
場でもあります。その夢に向かっていく段階を大木
に例えたのが右の図です。 
高校では、いわば自分という木を大きく育てる

「総合的な探究の時間」という時間が週に 1時間あ
ります。 
その 1時間で考えたことをもとに 

① 10年後、20年後の自分の生き方に思いを馳せ、 
② 3年後の進路を考え、 
③ ①②を実現するために今何をするべきか 
を考え、高校生活を充実させていってほしいと思い
ます。 
 
唯一無二の自分を生かす将来の夢を育てるため

に、右の図の④「これまでの自分」を振り返り、自
分の好きなこと、興味のあること、そして、自分の
長所や個性をしっかりと見つめなおし、整理してお
きましょう。 
 
 

★中学生から高校生の勉強方法に切り替える。 
 
中学校の頃、授業でも課題でも自ら覚えようとせずにただ

聞いているだけ、答えを写しているだけの受動的な学習しか
できなかった人は、高校では伸びません。 
今出されている課題についても、是非、自ら進んでポイン

トを意識し理解しようと考えて取り組んでみて下さい。自主
的に学ぶ姿勢こそが高校生の学習に必要なものです。 
また、新学期に同じスタートラインから始められるよう

に、中学校で習ったことの復習に取り組んで苦手科目の解消
に努め、遅れを取り戻しておきましょう。 
 

★「３点固定」で規則正しい毎日を送る。 
 

通常、「3点固定」とはしっかりと家庭学習を組み込んだ規
則正しい生活をおくるために「①起床時間・②家庭勉強開始
時間・③就寝時間」を固定することをいいますが、今は、「①
起床時間、②授業を想定した学習開始時間＋家庭学習の開始
時間、③就寝時間」を固定しましょう。もちろん、学習時間
の中には進路を考える時間など、今しかできないことも含め
て考えましょう。 
とはいえ、悪い習慣と比べて良い習慣は身につきにくいも

のです。まず３日続けてみましょう。「三日坊主」という言葉
があるように、３日がやめたくなるピーク。ここで踏ん張っ
て１週間から 10日続ければ、慣れてきて効果が現れるので、
やめたらもったいないと思い、続けることができます。 

 


